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５分以内 １０分 １５分 ２０分 ３０分 ４５分 ５０分 ６０分 １２０分 いくらでも
６名 ９名 ７名 ９名 ８名 ２名 ２名 ３名 １名 １名
（７）アート・シャワー放映時間について
　‌　アート・シャワー編集に関するものとして、画像１枚あたりの放映時間について
は「ちょうどいい」（５２．２９％）、「短い」（４５．１０％）と「短すぎる」（１９．６０％）をあ
わせると６４．７０％となった。
　‌　今回は１枚につき２～３秒で行ったわけだが、確かに画面の隅々までじっくり見
るには少々短く感じないわけでもない。しかし、大量の作品を提示するためには１
枚の提示時間を調整する必要がある。全体の放映時間との兼ね合いで検討が必要で
あると考える。
　‌　続いて全体の放映時間については、「長すぎる」（９．８０％）、「長い」（５６．８６％）、
「ちょうどいい」（２７．４５％）、「短い」（３．９２％）、「短すぎる」（１．９６％）となった（図９）。
　‌　また、最適と思う放映時間については、表２の通りとなり、具体的な数値を回答
したものを平均すると２３．６分であった。
　‌　今回の約４５分程度の映写時間では、集中して鑑賞するには少々長すぎたのかもし
れず、検討が必要であると考える。
（８）アート・シャワー使用画像について
　‌　使用画像の内容についての満足度は、「満足」が５８．８２％、「どちらともいえない」
が３９．２２％となった。「不満」と回答したのは１．９６％のみで、使用した画像の内容に
は問題はないようである。
　‌　回答理由として肯定的なものは、多種多様の表現、時代や地域の異なる作品群を
見ることができたことや、見たことのない作品を知ることとなったことが挙げられ
た。否定的なものとして、立体作品も見てみたいとの意見や絵の一部だけの表示、
提示した画像に小さいものがあり、見づらかったとの意見があった。
　‌　アート・シャワーの放映において画像以外で必要と思う情報については表３の通
りであった。
　‌　作品の解説を求める値は低く、題名や作家名を知りたいという傾向があることが
分かった。
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表３　画像提示以外で必要な情報
１．制作年代 １４ ２７．４５％
２．国・地域 ７ １３．７３％
３．作家名 ２７ ５２．９４％
４．題名 ３２ ６２．７５％
５．大きさ １ １．９６％
６．技法・材料 ５ ９．８０％
７．作品の解説 ５ ９．８０％
８．その他 ０ ０．００％
６．まとめ
　『アート・シャワー』は、鑑賞教材として芸術作品の表現の多様性を感じることの
できる教材として有意義であることがわかった。しかし、扱った作品は平面表現のみ
であることから、他の分野においても今後考慮する必要がある。
　また視聴するにあたって全体の放映時間が長くなる分、集中力が保てず、十分な鑑
賞ができなくなることから、９００枚の画像をさらに厳選し放映時間を短くする、複数
回に分けて視聴するなどが考えられる。様々な表現を大量に俯瞰することで見えてく
る効果を失わない様、今後さらに実践を重ね検討していく必要がある。
　また、画集に掲載されていた作品の一部分を拡大した画像を深く考えず使用してし
まい、アンケートにおいても指摘されたのだが、本来作品は全体を示すことが大前提
であるのだが、作品自体が大きすぎて全体を取り上げると細部の描写が全く認識でき
ないのもあり、苦悩するところである。作品全体のイメージを伝えることも重要であ
るが、細かい描写を見てもらいたいと考えるならばトリミングし拡大された画像を提
示することも良いのではないかと考える。その際には、全体と部分の両方を提示する
などの配慮が必要であると考える。
　画像以外の情報に関して、題名や作家名の情報は欲しいという意見があったが、確
かに題名により、その作品をより深く理解したい気持ちもわかるが、『アート・シャ
ワー』では、論理的ではなく、感覚的に芸術作品の多様な表現に触れてもらいたいと
考え、あえて提示はしないこととする。しかし、必要に応じて後で情報を提供できる
ためのリスト作成は必要であると考える。
　今回の経験から、文化受容者として美術作品の鑑賞を日常的に楽しむきっかけとな
ればと考える。
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